
発
達
障
害
者
の
増
加
に
つ
い
て

数
校
の
大
学
教
員
生
活
の
中
で
、

発
達
障
害
に
よ
る
天
口
理
的
配
慮
（
で

き
る
範
囲
で
対
象
学
生
に
分
か
り
や

す
い
資
料
を
提
示
す
る
等
）
」
を
希

望
す
る
学
生
が
増
え
て
き
た
と
感
じ

る
。
実
際
に
、文
科
省
の
調
査
で
は
、

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
小
中
学
生
の

中
で
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
児

童
生
徒
の
割
合
は
、
２
０
０
２
年
は

６

・
３
％
、

２２
年
は
８

・
８
％
に
増

加
し
た
。

同
様
に
、
数
年
前
の
こ
と
だ
が
、

優
蒼
卒
纏
模
で
大
学
を
歪
業
レ
塾
ガ

し
た
も
の
の
、
就
労
数
年
後
に
発
達

障
害
に
よ
り
退
職
し
、
障
害
者
手
帳

を
取
得
し
、
障
害
者
枠
で
再
就
職
し

発
樺
障
害
者
す
援
法
（０５
年
施
行
）

に
よ
る
と
、

「発
達
障
害
と
は
、
自

開
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ

の
他
の
広
汎
性
発
達
障
害
、
学
習
障

生
口、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
、
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
脳
機
能
の
障
害

で
あ

っ
て
そ
の
症
状
が
通
常
低
年

齢
に
お
い
て
発
現
す
る
も
の
と
し

て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
」
と

さ
れ
て
い
る
。
学
習
障
害
は
読
み
書

き
計
算
の
障
害
だ
か
ら
、
比
較
的

つ
ま
ず
き
が
分
か
り
や
す
い
。
注
意

欠
如

。
多
動
性
障
害

（米
国
の
診
断

基
準
Ｄ
Ｓ
Ｍ
１
５
で
は
注
意
欠
如
） 菫躙Q黎

は
、
年
齢
に
不
釣
り
合
い
な
注
意
力

・
衝
動
性

・
多
動
性
を
特
徴
と
し
、

発
現
年
齢
を
１２
歳
以
下
と
し
て
い

る
。
Ｄ
Ｓ
Ｍ
１
５
で
は
、

１７
歳
を
超

え
た
成
人
期
で
の
診
断
基
準
も
示
さ

れ
、
注
意
欠
如

。
多
動
性
障
害
の
有

病
率
の
増
加
の
理
由
の

一
つ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
、
そ
の
他
特
定
不
能
の
広

汎
性
発
達
障
害
は
、
上
記
の
Ｄ
Ｓ
Ｍ

１
５
か
ら

「連
続
体

・
ス
ペ
ク
ト
ラ

ム
」
と
し
て
の
自
開
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

症
と
な

っ
た
。
そ
も
そ
も
発
達
障
害

支
援
法
も
、
成
人
の
注
意
欠
如

。
多

動
性
障
害
の
診
断
基
準
等
も
、
障
害

の
周
知
や
支
援
の
拡
大
を
目
指
し
た

と
も
考
え
ら
れ
、
発
達
障
害
者
数
の

増
加
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
は
あ
る

が
考
え
て
み
れ
ば
想
定
内
の
こ
と
で

も
あ
る
。

考
え
さ
せ
ら
れ
る
点
は
、
あ
え
て

会
社
を
退
職
し
ヽ
障
辱
一口者
枠
で
再
就

職
し
た
前
述
の
卒
業
生
の
よ
う
に
、

会
社
に
居
続
け
る
こ
と
に
苦
痛
を
感

じ
た
生
真
面
目
で
不
器
用
な
者
に
対

す
る
配
慮
に
つ
い
て
で
あ
る
。
不
必

要
に
追
い
詰
め
、
レ
ッ
テ
ル
の
貼
り

す
ぎ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た

い
。
気
分
障
害
や
適
応
障
害
に
よ
り

体
職
し
て
い
る
者
を
対
象
と
す
る
職

場
復
帰
プ

ロ
グ
ラ
ム

「リ
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
利
用
す
る
者
の
う
ち
、

職
場
不
適
応
な
ど
の
適
応
障
害
を
呈

す
る
例
の
約
２
～
３
割
に
発
達
障
害

の
背
景
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
る

（高

橋

・
福
島
、
２
０
１
７
）
。

障
害
の
認
定
を
希
望
す
る
者
も
し

な
い
者
も
い
る
。
障
害
に
つ
い
て
の

価
値
観
は
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ
て
は

き
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一昌
ん
で
受
け

入
れ
る
者
は
ま
だ
多
く
は
な
い
だ

ろ
う
。
障
害
者
差
別

，
い
じ
め
の
理

由
の

一
つ
に

「互
恵
性
類
蔀
置

が
あ

る
。
障
害
者
は
能
力
が
制
限
さ
れ
て

お
り
、
こ
ち
ら
の
協
力
に
対
す
る

返
報
が
見
合
わ
な
い
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
障
害
者
福
祉
と

い
う
多
く
の
一雇
用
も
生
ま
れ
経
済
は

循
環
し
て
い
る

・。
社
会
は
互
助
性
を

も

っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。今

後
、
発
達
障
害
が
周
知
さ
れ
、

苦
手
な
こ
と
と
得
意
な
こ
と
が
広
く

一
般
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
で
、
発
達

障
害
者
の
で
き
る
仕
事
が
拡
大
し
、

発
達
障
害
者
と
共
に
働
く
者
が

一
方

的
に
不
利
益
を
被
る
と
感
じ
る
こ
と

が
減
少
す
る
こ
と
を
私
は
願

っ
て
や

ま
な
い
。　
一

あ
ん
ざ
き

。
ふ
み
こ
　
１
９
巧
７
年
生
ま
れ
。
東
北
大
学
大
学
院
医
学

一

系
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士

（障
生
曇
埋
こ

。
公
認
心
理
師

・
一

詈
墨
中
聴
覚
士
。
大
和
大
学
保
健
医
療
学
部
教
授
を
経
て
、
２
０
２
１
年
４

一

月
よ
り
現
職
¨
東
京
都
市
大
学
客
員
教
授
併
任
。
専
門
は
神
経
心
理
学

・
¨

障
害
児
者
心
理
学
。
主
な
著
書

「手
を
動
か
し
て
学
ぶ
神
経
心
理
学
朱
部

分
単
著
、
朝
倉
書
店
）
な
ど
。

埼玉学園大学 安 崎 文 子

人間学部教授


